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第５学年 総合的な学習の時間 学習指導案 

日時 令和２年７月 31 日（金）２校時 

  学級 ５年２組 36 名     教室 

授業者       市 川  希 

 

 

１ 研究主題 

 

 

２ 目指す児童像 

（１）日野第八小学校 

  「人・自然・社会とのつながりの中で自ら課題を見付け解決できる子」 

（２）高学年分科会 

  「人・自然・社会とのつながりの中で自ら課題を見付け解決できる子」 

 

３ 単元名 「わたしたちの環境を守ろう」（全 23 時間） 

 

４ 単元の目標 

  ・地球上で起きている環境問題から身近な環境問題まで関心をもって、その影響、原因、対策等

を調べ、情報を関連付けたり、整理したり、分析したりすることを通して、よりよい環境をつ

くるために大切なことを理解することができる。 

  ・環境問題を自分事として捉え、社会や地域の一員として対策を考え、取り組むことを通して、

持続可能な社会の実現に向けて問題を解決していくことができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

持続可能な社会を担う児童の課題解決力の育成 

～地域の人、自然、社会とのつながりを通して～ 
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５ 単元におけるＥＳＤの視点 

持続可能な社会づくりの構成概念 
ＥＳＤの視点に立った学習指導で重視する 

能力・態度 

Ⅱ 相互性 

・環境問題は様々なことが関わり合っ

て起きていることやいろいろなとこ

ろでその問題が関わり合っているこ

とを理解すること 

Ⅴ 連携性 

・環境問題を解決するために様々な

人々が協力・連携して取り組んでい

ることを知り、自身でも社会や地域

の一員として協力・連携して行動し

ていこうとする思いを抱くこと 

Ⅵ 責任性 

・多くの企業や団体が「つくる責任」

のもと、環境を守るための取組を行

っていることを知り、「つかう責任」

のもと自分たちにも環境を守るため

に行動しなくてはいけない責任があ

ることを自覚すること 

１ 批判的に考える力 

・環境問題の影響・原因・対策等について調べ、

様々な情報を整理・分析して、環境問題の本質

について理解し、その対策について思慮深く考

えることができる力 

３ 多面的・総合的に考える力 

・様々な人の立場から環境問題を見てみること

で、環境問題にはいろいろな面があることを理

解する力 

・環境問題の原因等のつながりを見付けることを

通して環境問題の全体像を総合的に捉える力 

４ コミュニケーションを行う力 

・グループの中で環境問題についての自分の考え

や思いを伝え、友達の考えも尊重し、積極的に

コミュニケーションをとりながら、その解決方

法をまとめることができる力 

７ 進んで参加する態度 

・地域社会の一員としての責任を自覚し、環境問

題を解決するために、その方法を考えようとす

る態度 

・グループの中で自分の役割を理解して主体的に

話合いに参加する態度 
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６ 評価規準 

 

 

 

学
習
過
程 

評    価    規    準 

知識、技能【知】 思考力、判断力、表現力【思】 主体的に学習に取り組む態度

【学】 

課
題
設
定 

ア  世界の中に様々な環境問

題があることを理解してい

る。（相互性） 

ア 思考ツール「ウェビングマ

ップ」を用いて自分で課題を

設定している。 

イ 学習の見通しをもちながら

自分なりに学習計画を立てて

いる。 

（多面的、総合的に考える力） 

ア 自分で課題を設定し、探究

活動に進んで取り組もうとし

ている。 

 （進んで参加する態度） 

イ 自分にできることかどうか

整理し、学習計画を立てよう

としている。 

情
報
収
集 

イ 環境問題について、手段

を選択しながら情報を収集

している。 

ウ 自分で調べたことと関連さ

せながら、企業の取組を聞

き、理解している。 

ウ 進んで調査活動に取り組ん

でいる。 

 （進んで参加する態度） 

整
理
・
分
析 

ウ 環境問題を解決するため

に、様々な機関が取り組ん

でいることを理解する。 

        （連携性） 

 

エ 集めた情報を考えて整理し

ながらポスターにまとめる。 

（多面的・総合的に考える力） 

オ 思考ツール「ステップチャ

ート」を活用して、自分たち

でできることを考えている。 

（多面的・総合的に考える力） 

エ 自分と違う意見や考えの良

さを生かしながら、協働して

学び合っている。 

(コミュニケーションを行う力) 

ま
と
め
・
表
現 

エ 環境問題の原因は人間の

生活によるものだというこ

と理解し、自分たちが解決

していかなくてはならない

ことに気付いている。 

カ 環境問題について、要点を

まとめて分かりやすく表現し

ている。 

オ 調べたことを分かりやすく

友達に伝える。友達の発表を

聞いて、調べたこと以外の環

境問題について考える。 

（批判的に考える力） 

カ 友達の意見を取り入れなが

ら、自分の考えをまとめてい

る。（コミュニケーションを

行う力） 

行
動
・
検
証 

 キ 自分たちの行動の効果や達

成状況などから検証してい

る。（批判的に考える力） 

キ 主体的に話し合いに参加

し、問題の解決策を考えてい

る。（進んで参加する態度） 

ク 自分の課題を解決するため

に、進んで行動している。 

（進んで参加する態度） 



4 

 

７ 単元について 

（１）単元観 

本単元では、ＳＤＧｓの 11～14 の目標と関連させて、環境という側面から持続可能な社会の創

造を目指す資質・能力の育成を目指していく。単元の導入では児童が環境問題を自分事として考

えられるように現在起きている深刻な環境問題を、共通体験として提示する。そして単元を貫く

大きな学習課題を設定できるようにする。その上で児童が身の回りの環境問題について想起し、

自分の課題を設定して調べ活動をして、調べたことをクラスの中で発表するという活動を行う。

互いに発表し、対話的な学習を展開する中で、新たな気付きや疑問が出てくることが予想され

る。さらに調べたことを整理・分析して、環境問題を解決していくために必要なことを明らかに

していく。そして調べ学習の第２段として、環境問題を解決するための様々な取組について調べ

ていく。そこでは、日野市役所の方や企業の方などに協力していただきながら現在も様々な取組

が行われていることを知ることができるようにする。そして最後の学習課題として自分にできる

ことを考え実践していく。自分にできることを考え、実践していくことを通して、環境問題が自

分たちの生活と関わっていて、行動することが世界や地域で起きている環境問題を解決するため

に大切なことであることを捉えさせていく。そして、行動したことについて発表し、検証しなが

らこれからの自身の生き方を考えることまでをこの単元のゴールとする。 

    

 （２）教材観 

   地球温暖化をはじめとする環境問題は深刻な問題となっている。その深刻な問題を解決するた

めに世界中で様々な取組が行われている。国連の定めたＳＤＧｓの 17 の目標と共に環境問題への

取組が語られることも多い。そのような世界や日本国内の動きを児童も少なからず目にして知っ

ていて、自分の生活も少しずつ影響を受けていることも感じている。ただ、まだまだ自分とは遠

いところにある問題であり、なんとかしなければならないという思いはもっていない。しかし、

深刻さを増す環境問題は一人一人の意識が変わり、行動が変わることが大切である。児童にとっ

てこの学習が意識や考えを変え、行動を始める一つの機会になってほしいと思っている。また、

自分たちが未来の社会や地域を担う存在だということに改めて気付き、自身の生き方を考えてほ

しいと思っている。 

 

８ ＳＤＧｓとの関連 

〔関連目標⑪〕 【住み続けられるまちづくりを】 

・自分たちが地域を担う存在であることに気付かせ、よりよい地域社会を築くために自分た

ちにできることを考えさせるようにすることはターゲット 11.6 につながっている。 

〔関連目標⑫〕 【つくる責任 つかう責任】 

・環境を守るために企業や自治体など様々なところで取組が行われていることを知り、改め

て「つくる責任やつかう責任」について理解を深め、自分たちにできることを考えていく

ことはターゲット 12.8 につながっている。 

〔関連目標⑬〕 【気候変動に具体的な取組を】 

・地球上で起きている気候変動について調べ、その影響・原因や取組について調べたことを

整理・分析をして自分たちで具体的に行動することはターゲット 13.3 につながっている。 
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〔関連目標⑭〕 【海の豊かさを守ろう】 

・海洋プラスチックの問題など、海の豊かさを脅かす問題について、その影響や原因、有効

な対策について調べることはターゲット 14.1 につながっている。 

 

９ 他教科との関連 

  ＥＳＤカレンダー参照 

 

10 児童の実態 

本学級の児童は、５年生になったことを機に、高学年としてこれまでより広い視点をもって生活して

いこうとする意欲が高まっている。これまで自分本位だった考え方の児童にも、少しずつ変化が見えて

きている。また、委員会活動が始まったことで、より『学校全体のこと』を考えて行動しようとする姿

勢や意欲が見られる。そのため、７月初旬に行った SDGｓについての学習でも、日本のことや世界のこ

とを考えたいという思いをもつ児童が多かった。昨年度も学習した内容があったが、より発展させて考

えようとしている様子であった。また、世界の問題を『自分の身近に置き換えるとどうなるか』『自分た

ちが大人になった時にどうなるか』など、様々な視点で物事を考えられるようになってきている。 

しかし、問題意識はあるものの環境問題についての知識はあまりなく、本単元の導入で今知っている

環境問題について聞いた際に、「わからない」「知らない」と答える児童も多くいた。また、多少の知識

はあっても、具体的な世界の現状や環境問題の原因などはほとんどの児童が知らなかった。更に、解決

するために具体的にどのようなことをしていけばよいのか、世界の問題のために自分たちにできること

は何か、などということにはまだ考えが至っていない様子であった。この学習では、SDGｓを生かしな

がら問題解決型授業を進め、児童自身が自分の力で考えながら問題を解決し、行動化にまでつなげてい

けるように進めていきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



6 

 

 

11 研究主題に迫るための手だて 

（１）課題を設定するための共通体験の充実 

（２）情報を整理・分析し、課題解決に向かうための思考ツールの活用 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

課
題
設
定 

情
報
収
集 

整
理
・
分
析 
ま
と
め
・
行
動 

検
証 

【課題を設定するための共通体験や学び】 

①動画の視聴 

・地球温暖化が進んでいる現状と未来社会において地球温暖化の影響により大きな 

災害が起きることなどをまとめた映像を見ることで地球温暖化が自分の生活に大 

きな影響を及ぼすことを理解する。 

 

【課題解決に向けて事象を理解するための共通体験】 

①国際的な取組について知る。 

・ＪＩＣＡの方を講師に呼び、世界の中での環境問題の現状やその対策について知る。 

②地方自治体の取組について知る。 

・日野市役所の方に来ていただき、日野市では環境問題をどのように考え、どんなこ

とを行っているか知る。 

③企業の取組について知る。 

・桜美林大学 戸崎教授を講師に呼び、航空業界の観点から、環境問題の原因や企業

の対策について知る。 

・容器会社とガス会社による出前授業を実施して、企業が環境問題をどのように考 

え、そしてどんなことを具体的に行っているか知る。 

 

【情報を整理し、課題設定に向かうための思考ツールの活用】 

①ウェビングマップを使って、知っている環境問題を出し合い、つなげていくこと 

で様々な環境問題があることに改めて気付き、環境問題がそれぞれ関わり合って 

いることを理解する。 

【課題解決に向けて、情報を整理するための思考ツールの活用】 

①環境問題の現状、原因につながる人間の活動、様々な環境対策をステップチャート

に整理する。その上で自分ができることを考え、行動することにつなげていく。 

【自身の行動を振り返り検証する場面の設定】 

①自分たちで行った環境を守るための取組について、ポスターにまとめ、パネルディ

スカッションを行うことで、自分たちの行動について共通理解して、その成果につ

いて互いに検証し合う。 
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12 単元の指導・評価計画  

 時 ねらい 〇主な学習内容・学習活動 ◇評価規準（評価方法） 

課
題
設
定 

１ 

・環境の実態を知り、問

題意識をもつことがで

きる。 

〇共通体験として地球温暖化

のＶＴＲを視聴して、世界

の中で深刻な問題になって

いる環境問題への意識を高

める。 

〇地球温暖化が進んでいるこ

とを知る。 

〇どんな環境問題があるか、

ウェビングマップを用いて

意見を出し合い、たくさん

の環境問題が起きているこ

とや環境問題がつながって

いることを理解する。 

◇世界には様々な環境問題

があることを理解してい

る。【知のア】 

（発言・ワークシート） 

◇思考ツール「ウェビング

マップ」を用いて自分で

課題を設定している。

【思のア】 

（ワークシート） 

 

２ 

・環境問題について調べ

たいことを決めて、学

習計画を立てることが

できる。 

 

 

〇自分の課題を決めて、学習計

画を立てる。 

 

 

◇学習の見通しをもちなが

ら自分なりに学習計画を

立てている。【思のイ】 

（発言・ワークシート） 

 

情
報
収
集 

３ 

４ 

・環境問題について調べ

ることができる。 

〇本や資料、インタビューを

活用し、現在の状況と問題

点、原因について調べる。 

 

◇環境問題について、手段

を選択しながら情報を収

集している。【知のイ】 

（観察・ワークシート） 

整
理
・
分
析 

５ 

６ 

・環境問題について調べ

たことをまとめること

ができる。 

 

〇自分で決めた環境問題の現

状、原因、感想をポスターに

まとめる。 

◇集めた情報を考えて整理

しながらポスターにまと

める。【思のエ】 

（観察・作品） 

環境問題について調べよう 
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ま
と
め
・
行
動 

７ 

・調べたことを友達に分

かりやすく伝えること

ができる。 

〇調べた内容が違うメンバー

でグループをつくり、調べ

たことを発表し合う。 

〇ポスターをデータ化しタブ

レットを使って他グループ

の友達のポスターも見られ

るようにすることで、クラ

スの中で上がった環境問題

の現状と原因について出来

る限り理解できるようにす

る。 

◇調べたことを分かりやす

く友達に伝える。友達の

発表を聞いて、調べたこ

と以外の環境問題につい

て考える。【学のオ】 

（観察・ワークシート） 

８ 

本時 

・環境問題について整理

し、現状と原因を理解す

る。 

○各自がどのような環境問題

について調べたか確認し、環

境問題の現状と原因を分類

整理することで、解決策を考

えることにつなげていく。 

◇環境問題の原因は人間の

生活によるものだという

ことを理解し、自分たち

が解決していかなくては

ならないことに気付いて

いる。【知のエ】 

（発言・ワークシート） 

課
題
設
定 

９ 

・これまで調べてきたこと

をもとに、新たな課題を

設定する。 

○１学期の学習を想起し、解

決策を考えるための学習計

画を立てる。 

◇自分で課題を設定し、探

究活動に進んで取り組も

うとしている。【学の

ア】 

（発言・ワークシート） 

情
報
収
集 

10 

・世界の中で行われている

環境を守るための取組

について理解すること

ができる。 

〇ＪＩＣＡの方から話をして

もらいそれぞれの国の環境

を守るための取組について

知る。 

 

◇自分で調べたことと関連

させながら話を聞き、理

解を深めたり、新しいこ

とに気付いたりしてい

る。【思のウ】 

（観察・ワークシート） 

11 

・日野市で行われている

環境を守るための取組

について理解すること

ができる。 

〇日野市環境保全課の方から

話をしてもらい日野市の環

境問題を守るための取組に

ついて知る。 

 

◇自分で調べたことと関連

させながら話を聞き、理

解を深めたり、新しいこ

とに気付いたりしてい

る。【思のウ】 

（観察・ワークシート） 

環境を守るための取組について考えよう 
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12 

13 

14 

・企業で行われている環

境を守るための取組に

ついて理解することが

できる。 

〇桜美林大学・戸崎先生や企

業の方から話をしてもらい

企業では環境を守るために

どんな取組をしているか知

る。 

・航空会社 

・容器会社 

・ガス会社 

◇自分で調べたことと関連

させながら話を聞き、理

解を深めたり、新しいこ

とに気付いたりしてい

る。【思のウ】 

（観察・ワークシート） 

整
理
・
分
析 

15 

・これまでの学習を通し

て環境を守るための取

組について学んだこと

を話し合いながらまと

めるとともに自分で取

り組みたいことを考え

ることができる。 

〇これまでの学習で学んだこ

とを話し合いながらまとめ

ていく。 

 

◇環境問題を解決するため

に、様々な機関が取り組

んでいることを理解す

る。【知のウ】 

（発言・ワークシート） 

◇自分と違う意見や考えの

良さを生かしながら、協

働して学び合っている。

【学のエ】 

（発言・ワークシート） 

情
報
収
集 

16 

・資料（地球教室）を使

って環境への取組につ

いて調べ、自分で取り

組みたいことを考える

ことができる。 

〇問題を解決するために自分

がやりたい行動を決める。 

 

◇進んで調査活動に取り組

んでいる。【学のウ】 

（観察・ワークシート） 

課
題
設
定 

17 

・環境を守るためにどん

なことができるか考え

ることができる。 

〇同じテーマのグループでこ

れまでの学習を振り返りな

がらステップチャートを使

って環境問題の現状、原因

（原因につながる人間の 

活動）、対策、自分たちにで

きること、の順番で考え、

整理していく。 

 

 

◇思考ツール「ステップチ

ャート」を活用して、自

分たちでできることを考

えている。【思のオ】 

（観察・ワークシート） 

18 

・自分たちの行動計画を

立てることができる。 

〇グループで、自分たちで実

現可能かどうかという点か

ら自分たちで、できること

を整理して、行動計画を立

てる。 

◇自分にできることかどう

か整理し、学習計画を立

てようとしている。【学

のイ】 

（観察・ワークシート） 

わたしたちの環境を守るために行動しよう 
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ま
と
め
・
行
動 

19 

20 

・行動計画に沿って準備

や実践を行うことがで

きる。 

〇自分で立てた計画に基づい

て、環境を守るための行動

を行う。 

◇主体的に話し合いに参加

し、問題の解決策を考え

ている。【学のキ】 

（観察・ワークシート） 

◇自分の課題を解決するた

めに、進んで行動してい

る。【学のク】 

（観察・ワークシート） 

ま
と
め
・
表
現 

21 

22 

・環境問題について考え

てきたこと、行動した

こと、どんな成果がで

たかまとめることがで

きる。 

〇自分たちでどんな行動をし

たか、ポスターなどにまと

める。 

◇環境問題について、要点

をまとめて分かりやすく

表現している。【思の

カ】 

（作品） 

◇友達の意見を取り入れな

がら、自分の考えをまと

めている。【学のカ】 

（観察・作品） 

検
証 

23 

・これまでの活動を通し

てまとめたことを報告

し、討論することを通

して、「わたしたちの環

境を守ること」につい

て視野を広げ、改めて

自分が今できることを

考えることができる。 

〇前時にまとめたポスターを

基に報告会を行う。 

◇主体的に話し合いに参加

し、問題の解決策を考え

ている。【思のキ】 

（観察・ワークシート） 
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13 本時の指導（８時/23 時間） 

（１） 本時の目標 

・環境問題について整理する活動を通して現状を理解し、原因について考え、問題を解決したい  

という思いを抱けるようにする。 

（２）本時の展開 

時 

〇主な学習内容 

・予想される児童の反応 

◆指導上の留意点、配慮事項 

◇評価規準（評価方法） 

導
入 

○これまでの学習を振り返る。 

 

○本時のめあてを確認する。 

 

 

◆これまでの学習を、掲示物などを使っ

て振り返る。 

展
開 

○前時の報告会で友達の発表を思い出し、どのよ

うな環境問題があったか出し合う。 

・地球温暖化 ・ごみ問題 ・砂漠化 

・海洋汚染 ・オゾン層破壊 ・森林破壊 

 ・生態系破壊 ・水質汚染 ・酸性雨 

〇報告会で知ったことを入れながらウェビングマ

ップを作成する。 

 

○全体で共有する。 

 

 

○環境問題の現状と原因を整理し、気が付いたこ

とを書いて発表する。 

 ・地球温暖化は、僕たちが石油を使うことで進

んでいく。 

・私たちが紙を無駄にすることで、たくさんの

森林が失われている。 

 ・環境問題は人間に害があると思っていたが、原

因を作っているのは人間だった。 

 

○地球上には、たくさんの環境問題があることや、

その原因が人間によるものだということをまとめ

る。 

◆黒板にそれぞれの環境問題の写真を提

示しながら意見を集約する。 

 

 

 

◆前の時間に友達が発表していたことを

もとに、環境問題の現状と原因を入れ

て作成させる。 

◆児童の意見をもとに黒板にウェビング

マップを作成していきながら、環境問

題の現状と原因を整理していく。 

◇世界にはたくさんの環境問題があり、

その原因が人間の生活によるものだと

いうことを理解し、自分たちが解決し

ていかなければならないことに気付い

ている。（発言・ワークシート） 

◆第１時で作成したウェビングマップと

本時で作成したものを比較し、学習を

通して多くの環境問題について知るこ

とができたことに気付かせる。 

◆自分たちの生活が環境問題の原因にな

っていること、自分たちが行動するこ

とで世界を変えていけるということに

触れ、２学期以降の学習につなげられ

るようにする。 

 

ま
と
め 

○学んだことについて意見を交換する。 

・自分たちの生活が環境に影響を与えていること

が分かった。 

・どうすれば環境問題を解決していくことができ

るか考えていきたい。 

◆今後の学習の見通しをもたせ、自分た

ちにできることはすぐにでも実行して

いくよう意欲を高める。 

環境問題について調べたことをまとめよう。 
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（３）板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7/  わたしたちの環境を守ろう             

                    

 環境問題について調べたことをまとめよう。 

                        

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

環境問題 

地球温暖化 

砂漠化 オゾン層破壊 

森林破壊 

海洋汚染 

ごみ問題 

温室効果ガス 

最大 4.8 度上昇 
異常気象 

海面上昇 

二酸化炭素 

石油・石炭 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 


